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 「

茨
城
工
芸
会
」
は
、
板
谷
波
山
が
在
京
の
茨
城
出
身
の
工
芸
作
家
に
呼
び
掛
け
て
、

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
工
芸
美
術
の
普
及
、
発
展
そ
し
て

若
手
作
家
の
育
成
な
ど
を
目
指
し
て
、
隔
年
で
「
茨
城
工
芸
展
」
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
目
的
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

団
扇
と
竹
下
駄

　

設
立
し
た
頃
の
世
の
中
は
大
不
況
の
ど
ん

底
、
と
り
わ
け
地
方
の
疲
弊
は
深
刻
な
も
の
で

し
た
。
そ
こ
で
農
漁
村
部
で
の
副
業
や
地
場
産

業
の
育
成
の
た
め
、
郷
土
の
土
産
品
や
工
芸
品

の
開
発
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
願
い
も
あ
っ
た

の
で
す
。

　

波
山
も
自
ら
磯
節
の
文
句
が
書
か
れ
た

「
磯い
そ
う
ち
わ

団
扇
」（
下
写
真
右
）
や
、
竹
を
そ
の
ま
ま

使
っ
た「
夫め
お
と
は
ま
げ
た

婦
浜
下
駄
」（
下
写
真
左
）を
考
案
、

出
品
し
て
い
ま
す
。
今
で
言
う
地
域
振
興
策
や

地
方
の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で

す
ね
。

　

茨
城
工
芸
展
は
県
内
の
移
動
展
も
あ
っ
て
、

下
館
で
は
３
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

初
回
が
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
５
月
15

日
・
16
日
の
２
日
間
で
、
会
場
は
羽
黒
神
社
前

に
あ
っ
た
下
館
町
役
場
、
現
在
の
児
童
遊
園
の

場
所
で
す
。

　
前
日
水
戸
の
会
場
か
ら
夕
刻
に
移
動
し
た
た

め
、
展
示
作
業
は
深
夜
ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ

の
最
中
に
突
然
響
き
わ
た
る
半
鐘
の
音
、
我
が

町
未み

ぞ

う
曽
有
の
大
火
災
と
な
る
稲
荷
町
大
火
が
起

き
た
の
で
す
。
し
か
も
、
火
元
は
役
場
の
す
ぐ

近
く
。（
次
ペ
ー
ジ
、火
災
後
の
航
空
写
真
参
照
）

「
火
災
現
場
の
真
上
に
あ
る
町
役
場
は
、
一
時

火
の
粉
を
真
っ
向
に
浴
び
危
険
に
瀕ひ
ん
し
た
の
で

重
要
書
類
を
全
部
取
り
纏ま
と

め
小
学
校
に
運
搬

…
…
」（
下
館
大
火
災
誌
）と
い
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
町
役
場
は
被
災
を
免
れ
た
も
の
の
、
猛
火
は

１
０
８
戸
を
焼
き
尽
く
し
て
、
漸よ
う
やく
未
明
に
鎮

火
し
ま
し
た
。
展
覧
会
場
内
の
状
況
や
、
夜

が
明
け
て
か
ら
の
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
た
だ
ひ
と
つ
、
そ
の
晩
の
波
山
の
つ
ぶ
や

き
を
覚
え
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
田
町
の
住

ま
い
（
現
在
の
波
山
記
念
館
）
へ
の
帰
り
道
、

稲
荷
町
大
火

　
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
に
は
水
戸
の
梅
に

因ち
な
ん
だ
梅
型
菓
子
皿
を
製
作
し
、
こ
れ
ま
た
お

手
製
の
鶯
う
ぐ
い
す
も
ち
餅
を
の
せ
て
客
に
ふ
る
ま
い
、
さ
ら

に
波
山
没
後
の
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）、
茨

城
工
芸
会
創
立
40
年
を
記
念
し
て
販
売
さ
れ
た

浴ゆ
か
た
じ
衣
地
（
右
写
真
）
は
波
山
デ
ザ
イ
ン
の
梅
模

様
で
し
た
。

　
波
山
独
特
の
着
想
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
い
に

参
考
に
な
り
そ
う
で
す
。
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明治 44年（1911）
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しもだて美術館蔵

文・学習院大学教授　荒
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川正

まさあき
明さん

菊菊十月神無月

　波山はつねに厳しい姿勢で制作に臨み、窯出し
の後、気に入らなかった作品はすべて割ってしま
ったと言われています。窯の周辺には、完成には
至らなかったそれらが陶片となって、長年蓄積さ
れていました。陶片は、波山の作陶姿勢を物語る
ものであり、当時の制作過程や、繊細な技を垣間見ることが
できる貴重な資料群といえます。
  今回の秋季特別展では、田端の窯で発掘された初公開を含
む陶片を中心に展示します。人生を懸けて陶芸の道を極め、
至高の存在として語られる波山の舞台裏に隠されたひたむき
な努力を、陶片から感じ取って頂けることでしょう。

波
山
波
山
ニ
ュ
ー
ス

   

文　
下
館
・
時
の
会
代
表  

一
木 

努
さ
ん

　ついに筑西市の宝物、菊皿の登場です。
なぜ宝物なのか。それは、110 年前の明治
44 年（1911）の第２回全国窯業品共進会
会場。明治天皇の皇后、後の昭

しょうけんこうたいごう
憲皇太后が

会場に御行啓、直に菊皿を制作する波山夫
妻の様子をご覧になったのです。
　夫婦での御前制作、当時は考えられない
ことでした。当時天皇陛下や皇后様は、ま
さに神のような存在で、現代の我々には想
像もつかない名誉。しかもその場に妻を
伴った男気、そのフェミニストぶり、さす
が波山。
　中国での菊の花は、縁起がよく、無病息
災や子孫繁栄、邪気を払う力を持つ霊草と
され、天皇家の御家紋にも選ばれました。
みなさん、菊は本来、お葬式用の花ではな
く、いのちの尊さを寿

ことほ
ぐ花なのです。

　さて、菊皿の後日談を少々。大正 13 年
（1924）、波山はこの菊皿をなんと、母校
の下館尋常高等小学校へ寄贈しました。後
輩たちを励ます気持ちからでしょうね。
　ところが、昭和に入り、戦後、この菊皿
の大切さを忘れた職員たちが、宿直室での
夜の宴会用の皿に転用していたとか。それ
を知った地元の篤

と く し か
志家・老

お い た
田繁

しげぞう
蔵さんは烈

火のごとく怒り狂い、急いで菊皿を保護し、
大型金庫を学校へ寄付。老田さんの思いは
通じ、菊皿は無事後世に伝わりました。
　来年の展覧会に出品される予定です。

　

板谷波山記念館　令和 3 年度秋季特別展

陶片 -創作のかたわらに

葆ほ
こ
う
さ
い
じ

光
彩
磁
瑞ず
い
か
ほ
う
お
う
も
ん
よ
う
か
び
ん

花
鳳
凰
文
様
花
瓶

会　期　 10 月９日（土）～
　　　　 12 月５日（日）
月曜休館（10 月７日（木）・８日（金）
　　　　　は準備のため臨時休館）
入館料　一般：210 円
　　　　団体（10 人以上）

　　　　　　　
160 円

　　　　
高校生以下：無料

羽
黒
神
社
裏
手
の
階
段
で
波
山
が
、

「
ほ
ー
っ
、ま
だ
、や
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
言
う
の
を
耳
に
し
た
の
は
、
親
戚

の
板
谷
は
つ
さ
ん
。

　

見
れ
ば
あ
ち
こ
ち
の
物
干
し
台

に
、
赤
い
腰
巻
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
古
来
各
地
で
行
わ
れ

て
い
た
延
焼
防
止
の
お
ま
じ
な
い
。

波
山
は
幼
い
こ
ろ
見
た
風
習
が
続
い

て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
ん
な
一
言
に
、
ふ
る
さ
と
や

歴
史
に
寄
せ
る
波
山
の
想
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
大
惨
事
を
前
に
し
て
、

当
時
の
、
そ
し
て
さ
ら
に
遠
い
明
治

の
情
景
も
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
証

言
を
残
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。　
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